
グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和2年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

経営比較分析表（令和2年度決算）
東京都　調布市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

21.58 11,020.16 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法適用 下水道事業 公共下水道 Aa 非設置 237,815

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 74.95 100.00 80.00 1,276 238,087 19.55 12,178.36

　本市は昭和42(1967)年度から下水道整備を開始
し，昭和40年代から50年代にかけて集中的に整備を
行っていることから，今後管渠の老朽化が急速に進
んでいく状況にあります。
　①有形固定資産減価償却率は，公営企業会計適用
初年度につき，類似団体平均よりも低い水準となっ
ています。
　また，管渠総延長に占める標準耐用年数超過管渠
の割合を表す②管渠老朽化率は，類似団体平均の半
分程度であり，全国平均と同一水準となっていま
す。
　一方，③管渠改善率は，令和2年度に実施した下
水道長寿命化事業等による修繕・改良・更新延長の
実績を反映していますが，更なる管路の予防保全を
推進していく必要があります。

2. 老朽化の状況

全体総括

　令和2年度は，会計方式を公営企業会計に移行す
るとともに，次期下水道総合計画となる「調布市下
水道ビジョン（計画期間：令和3年度～令和12年
度」を策定しました。また，令和元年台風第19号の
浸水被害を受けた対策事業，ストックマネジメント
計画策定による長寿命化対策からの発展的移行等を
行いました。
　経営指標の分析から，進行していく管渠の老朽化
に対し，更なる対策を強化していく必要がありま
す。また，経費回収率の実態から，中長期的な収支
のあり方の検討の必要性が明らかとなりました。
　今後は，ストックマネジメント計画に基づき，市
内全域の管路の状態を早期に把握し対策を進めると
ともに，公営企業会計を活用し経営の将来像を常に
見据えながら，持続的な経営のあり方を追求してい
きます。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　本市の下水道は，市内に最終処理場がなく東京都
が管理する流域下水道に接続していること，地形の
高低差が少なく中継ポンプ場は１箇所のみであるこ
と，下水道管布設延長に占める合流管の割合が約
93%であること，下水道人口普及率100％を達成して
いること等の特徴があります。このため，現在は管
路の維持管理を中心に下水道経営を行っています。
　①経常収支比率は，令和2年度の公営企業会計へ
の移行に伴い，100%を僅かに下回りましたが，収支
はほぼ均衡しています。
　②累積欠損金比率は類似団体平均と同程度であ
り，欠損金の額は少額に留まっています。なお，令
和２年度に策定した調布市下水道ビジョンの推計で
は，今後数年間は累積欠損金の増加が続く見込みで
す。
　③流動比率は100%を超えており，１年以内の短期
の債務支払能力に支障はありません。
　④企業債残高対事業規模比率は，下水道整備時に
借り入れた企業債の償還が進んだ結果，類似団体平
均よりも低い比率となっています。
　⑤経費回収率は100%未満であり，類似団体平均を
下回っています。⑥汚水処理原価は類似団体平均よ
りも低い状況にある中，下水道使用料収入も含め収
支のあり方についての検討が必要な状況にありま
す。
　⑧水洗化率は99.98％で概ね100％を達成できてい
ます。
　以上のことから，経営の健全性・効率性の観点で
は，経費回収率のあり方が課題となっています。

2. 老朽化の状況について
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①経常収支比率(％)
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【106.67】 【3.64】 【67.52】 【705.21】

【95.57】【59.57】【134.52】【98.96】

【36.52】 【5.72】 【0.30】


